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「自動棚割(派生展開)」での事前準備

～Ver10.00 新機能紹介 第2弾～ 自動棚割(派生展開)機能のご紹介

「自動棚割(派生展開)」を利用して棚割を作成する

①新規基準棚割モデル

②過去基準棚割モデル

③過去派生モデル

自動棚割(追加削除)

④売上情報

過去・新規の基準棚割モデルの情報や過去派生モデルをもとに、新規派生棚割モデルでの陳列
候補商品を決定します。売上情報や過去派生モデルでのゾーニングを加味して適切とされる位
置に商品を陳列します。事前準備としては以下のデータが必要になります。

棚POWERの自動棚割機能では、既存棚割モデル変更時に追加になる商品、棚からカットする
商品を指定することで自動で商品の差替えおよび棚割の編集を行います。
Ver 10.00では新たに「自動棚割(派生展開)」を追加し、基準の棚割をベースに棚POWERが
自動的に派生棚割モデルを作成します。活用次第で棚割作成業務の負担軽減を叶えます。

Ver 10.0  0

今回は新規追加機能である自動棚割(派生展開)についてご紹介します。

自動棚割(派生展開) Ver10.00より追加
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追加になる商品、カットする商品を指定し
自動で棚割モデルを編集。売上情報や
ゾーニングを加味して最適と推測される
位置に商品を陳列する。

過去と新規の基準棚割の情報をもとに、次回派生棚割を一括で
自動作成。過去棚割の棚段ごとのゾーニングや陳列順は保持し、
売上情報から棚割のボリュームに応じて商品を陳列する。

例：自動棚割機能で商品D：削除、商品E：追加

自動棚割を行うための基準となる
新規と比較する過去の内部棚割モデル

自動棚割で次世代を作成する内部棚割モデル
複数モデルを対象に一括して自動棚割を実施することも可能です。

例：自動棚割機能で派生棚割モデルを作成 商品Bが売上最上位

商品にランク付けを行うためのPOSデータ等の売上情報。既存の情報を使用するか、別途ファイルで用意す
ることも可能です。新商品の売上情報も推定値を記載する必要があります。

1.［棚割操作］-［自動棚割(派生展開)］をクリックします。

2.［自動棚割(派生展開)］画面が表示されます。
「新規基準モデル」より変更後の新しい棚割モデル、
「過去基準モデル」より変更前の棚割モデルを
それぞれ[棚割モデル選択]をクリックして選択します。

6.「商品グループ」よりメーカー、品種といった属性ごと
に商品を括って自動棚割を行うことができます。
棚POWERの商品分類を選択します。

7. 棚割モデル名称等を変更し、［設定］をクリックします。

8. ［自動棚割(派生展開)］画面に戻り、[実行]をクリック
設定内容に基づいて自動棚割処理が実行され、
新規モデルとして保存されます。

3.「過去派生モデル」- [棚割モデル選択]をクリック
ベースとなる棚割モデルを選択します。
複数選択も可能です。

4.必要時「プロテクト商品」「フェイス数指定」を
フォルダーアイコンよりファイル指定します。
※それぞれ別のファイルでの作成が必要です。
プロテクト商品ファイル：自動棚割後必ず陳列したい商品の

ファイルにはJANコードを1列目に羅列
フェイス数指定ファイル：自動棚割後の商品を指定したフェイス数分陳列

1列目にJANコード、2列目にフェイス数を記載

(CSV,xls,xlsx)

(CSV,xls,xlsx)

5.「商品ランク」の項目では自動棚割のランク付けの
基準となる売上情報を設定します。
棚POWERの売上情報を使用する場合は、「売上情報」
を選択後、棚POWERの売上情報を選びます。
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Ver10.00の新機能をご活用くださいませ

操作手順

ユーザーの皆様よりたくさんのお問合せをサポートセンターにいただいております。
このコーナーでは、その中からよくあるご質問を厳選してご紹介します。

棚 P O W E R ・ 店 P O W E R   W E B サ イ ト ト ッ プ > >   ユ ー ザ ー サ ポ ー ト > >  Q & A （ よ く あ る ご 質 問 ）

棚POWER・店POWER  WEBサイトでもよくあるご質問を公開しています。操作中にエラーが出た場合や不明点があればご活用ください。

https://www.tanapower.com/user/faq

操作手順

5/30（火）にリリースいたしましたVer10.00では、今回ご紹介いたしました自動棚割機能の他にも棚割編集に便利な機能を新機能と
して搭載しております。次号でもいくつかご紹介いたしますので、棚割シーズンに是非ご活用くださいませ。

ユーザーID︓tp2035 パスワード︓vx4fgr （いずれも全て半角小文字）

削除対象になった商品のみ仮置情報に移動したい場合には、商品右側のチェックボックスに
チェックを入れ、［仮置1へ陳列］をクリックして移動できます。

「自動棚割（追加変更）」を利用した結果、どの商品が追加やカットに
なったかどうか、棚割モデルを開いた際に確認したいです。

Ver10.00より［自動棚割（追加削除）］で作成した棚割モデルを開く際
に［自動棚割（追加削除）］を利用した結果どのように陳列が変化した
か、「自動棚割結果」として確認いただけるようになりました。

「自動棚割（派生展開）」では、次回棚割で陳列する商品の優先度を
決める際に、棚POWERに登録した「売上情報」を利用します。
今回は、棚POWERの形式（ひな形）でない売上情報のExcelファイルを
棚POWERにインポートする方法をご紹介します。

①［データ移行］ー［インポート］を
クリックします。

②「インポートフォルダーの設定」内
フォルダーマークより売上情報ファイルが
あるフォルダを選択します。

③該当情報にある「その他」をクリックし、
インポートする売上情報ファイルを
チェックします。

④「インポート情報の選択」画面で
「売上情報」を選択します。
⑤画面左上「変換先」より売上情報の項目

（インポート先や期間、売上情報等）
を設定します。
⑥左下「開始行数」で売上情報の開始行数
（上から数えて何行目からデータが始まるか）
を設定します。
⑦「次へ」をクリックし、売上情報のインポートを実行します。

「自動棚割（派生展開）」で基準として利用する売上情報をあらかじめ
棚POWERに登録したいです。

［棚割操作］―［自動棚割（追加削除）］より棚割を作成後、［棚割操作］−［開く］より
棚割モデルを開いた際に、下記「自動棚割結果」の画面が表示されます。
どの商品が追加・カット・移動・フェイス増・フェイス減になったか確認いただけます。
前回から追加された商品のみ表示したい場合に「表示商品」内「追加」のみチェックを入れて
追加商品のみ表示することも可能です。

下記のように売上情報ファイルを作成いただくとインポートいただけます
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棚POWERをご契約いただいている正規ユーザー様のみ、棚POWER・店POWER WEBサイトにて
「棚POWER インフォメーション」のPDFを閲覧・ダウンロードしていただけます。

正規ユーザー様のみに、閲覧に必要なユーザーIDとパスワードをお伝えしています。


